
事業の実施内容 事業の効果・課題 25実績 24実績 実績合計 指標

１市民
の理解
と協働
の推進 34

①障がいの
ある人の人
権に関する
理解と認識
の啓発

障がい
福祉課

障がい者週間の街頭啓
発の際に、啓発チラシを
配布し、市民への周知を
図ります。 1,000

12月の障がい者週間の
街頭啓発の際に、障がい
者虐待防止に関する啓
発チラシを配布しました。

啓発チラシを配布するこ
とにより市民に障がい者
虐待防止についての理
解と認識を深めることが
できました。

1,000 1,000 2,000 配布数 〔3,000〕
〔３,０００〕

35

②障がいの
ある人への
差別の禁止
に関する制
度整備の検
討

障がい
福祉課

障がい者地域自立支援
協議会において、障害者
差別解消法及び差別解
消に向けての政府の基
本方針に基づき市として
の取り組みを検討しま
す。

2

障がい者地域自立支援
協議会において障がい
のある人への人権侵害
である虐待についての相
談支援体制について協
議しました。

今後は25年６月に制定さ
れた障害者差別解消法
及び差別解消に向けて
の政府の基本方針に基
づき、市としての取り組み
を検討していきます。

2 2 4 回数 〔６〕 〔６〕

35
③学校での
交流や体験
学習の推進

こども家
庭課

障がいについて理解し、
共に生きる意識や接し方
を身につけるため、小学
校や特別支援学校と連
携し、交流や体験学習
等の取り組みを推進しま
す。

34

保護者とともに小学校の
支援学級や特別支援学
校を訪問し、一日の生活
の流れ等を学ぶように努
めました。

訪問して学んできたこと
を職員で共有しあい、保
育に生かすことができま
した。今後は該当する園
だけでなく、学んできたこ
とを全保育所（園）に還流
する取組が必要です。

10 10 ― 箇所数 34
３４
３５

Ｈ26.3.31で
１園閉園に
より26年度
目標値（箇
所数）を３４
に変更

35
③学校での
交流や体験
学習の推進

学校教
育課

障がい者団体や住民自
治協議会等と協働しな
がら、障がい者とともに
活動する交流や体験学
習等の取組を推進しま
す。

35

障がい者とともに活動
する交流や体験学習等
を実施しました。

障がい者とともに活動
する交流や体験学習等
を通して、障がい者へ
の理解を深めることが
できました。今後も、
取組を続けていく必要
があります。

33 29 ― 箇所数 35 ３５

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値

（１）障
がいに
ついて
の理
解と福
祉教
育の
実践

計画
ペー
ジ

事業実施
課

基本
計画

方向性 26年度事業予定
2013（H25）年度　実施事業の進捗状況

目標Ⅲ　だれもが心地よく安心して
暮らせるまちをつくる

目標
Ⅲ

基本
方針

Ⅲ
　
だ
れ
も
が
心
地
よ
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値の

見込数

備考
26年度
目標値

24  26年度までの[累計]又は26年度目標値
[累計]：24～26年度までの３年間の累計

26年度目標値：数値をそのまま記載



事業の実施内容 事業の効果・課題 25実績 24実績 実績合計 指標

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値

計画
ペー
ジ

事業実施
課

基本
計画

方向性 26年度事業予定
2013（H25）年度　実施事業の進捗状況目標

Ⅲ
基本
方針

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値の

見込数

備考
26年度
目標値

１市民
の理解
と協働
の推進

１市民
の理
解と協
働の
推進

35

④地域での
福祉教育や
交流・体験学
習等の推進

障がい
福祉課

障がい者地域自立支援
協議会専門部会におい
て、障がいのある人と地
域住民との交流会を開
催します。

200

障がい者地域自立支援
協議会精神保健部会に
おいて当事者と民生委員
との交流事業を開催しま
した。
平成25年10月30日　民
生委員との交流会
　121名参加
平成26年３月８日　地域
フォーラム・交流会
　137名参加

交流会や地域フォーラム
での意見交換会を通じて
当事者と民生委員との交
流を深めるとともに、精
神障がいに対する理解を
深めることができました。

258 191 449 延参加者数 〔６４９〕 〔４００〕

（２）障が
いのある
人を支
援する地
域福祉
活動の
推進

35

①ボランティ
ア等の養成と
活動への支
援

障がい
福祉課

伊賀市社会事業協会に
委託し、ボランティア養
成講座を開催します。

320

市内の社会福祉法人に
委託して心身障がい者ボ
ランティア養成講座（全８
回）を実施しました。

養成講座の研修と体験を
通じて「ボランティア活
動」の理念を正しく理解し
たボランティアの育成が
できました。今後は受講
者がどのようなボランティ
ア活動に参加しているか
等を調査し、養成の効果
を確認していく必要があ
ります。

326 325 651 延受講者数 〔９７１〕 〔９６０〕

目標数値
の累計が
延受講者
数の累計
となって
いなかっ
たので修
正しまし
た。

35

②身近な地
域での助け
合い活動の
推進

障がい
福祉課

障がい者地域自立支援
協議会専門部会におい
て、民生委員等と地域で
の助け合い活動を推進
するための勉強会を開
催します。

2

障がい者地域自立支援
協議会精神保健部会主
催の当事者と民生委員と
の交流事業の際に、地域
での助け合いや見守り等
についての周知を行ない
ました。
（10/30、3/8）

地域での助け合いや見
守り等について周知する
ことができました。

2 2 4 回数 〔６〕 〔６〕

25  26年度までの[累計]又は26年度目標値
[累計]：24～26年度までの３年間の累計

26年度目標値：数値をそのまま記載



事業の実施内容 事業の効果・課題 25実績 24実績 実績合計 指標

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値

計画
ペー
ジ

事業実施
課

基本
計画

方向性 26年度事業予定
2013（H25）年度　実施事業の進捗状況目標

Ⅲ
基本
方針

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値の

見込数

備考
26年度
目標値

１市民
の理解
と協働
の推進

（２）障が
いのある
人を支
援する地
域福祉
活動の
推進

介護高
齢福祉
課

「市民ふくし大学講座」と
して、６コースの専門講
座と２回の基礎講座を開
講し、福祉の専門的な知
識を持った「いが見守り
支援員」を養成すること
ができました。

住民自治協議会単位で
の支え合い体制構築を
推進し、福祉意識をもっ
た地域住民を育成するこ
とができました。今後は、
養成された人材が活躍で
きる支えあいのしくみを
構築する必要がありま
す。

30 100 130 人数 〔２００〕 〔２００〕

医療福
祉政策
課

【Ｈ２６
新規】

地域福祉の推進母体で
ある社会福祉協議会
が、「いが見守り支援員
（地域における見守り活
動を担う）」を養成するた
めの地域福祉活動に対
し、財政支援を行いま
す。

50 人数 50 ５０

35 介護高齢福祉課

②身近な地
域での助け
合い活動の
推進

医療福祉政策課へ

26  26年度までの[累計]又は26年度目標値
[累計]：24～26年度までの３年間の累計

26年度目標値：数値をそのまま記載



事業の実施内容 事業の効果・課題 25実績 24実績 実績合計 指標

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値

計画
ペー
ジ

事業実施
課

基本
計画

方向性 26年度事業予定
2013（H25）年度　実施事業の進捗状況目標

Ⅲ
基本
方針

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値の

見込数

備考
26年度
目標値

２快適
で安全
なまち
づくり
の推進

（１）ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
のまち
づくり
の推
進

37

①ユニバー
サルデザイン
の普及・啓発
の推進

障がい
福祉課

障がい者週間の街頭啓
発の際に、「思いやり駐
車場制度」についての啓
発チラシを配布し、市民
への周知を図ります。

1,000

12月の障がい者週間の
街頭啓発の際に「思いや
り駐車場制度」の啓発チ
ラシを配布しユニバーサ
ルデザインの理念の普及
を行いました。

「思いやり駐車場制度」
の啓発チラシを配布する
ことによりユニバーサル
デザインの理念を普及す
ることができました。

1000 1,000 2,000 配布数 〔3,000〕
〔３,０００〕

37

①ユニバー
サルデザイン
の普及・啓発
の推進

医療福祉
政策課

【H26新
規追加】

ユニバーサルデザイン
の理念に基づく事業を担
当する職員への研修を
行います。

1 回数 1 １

37

②情報のユ
ニバーサル
デザイン化の
推進

障がい
福祉課

窓口で円滑なコミュニ
ケーションが図れるよう、
簡易筆談器を設置する
とともに、手話通訳者の
配置を行います。

1

窓口に簡易筆談機の設
置を行なうとともに、障が
い福祉課に手話通訳者
を配置しました。

簡易筆談機の設置や手
話通訳者の配置により、
窓口での円滑なコミュニ
ケーションを図ることがで
きました。

1 1 ―
設置手話
通訳者数

1 １

障がい
福祉課

市が主催する講演会や
研修会に手話通訳者及
び要約筆記奉仕員の派
遣を行います。

35

市が主催する講演会や
研修会に手話通訳者及
び要約筆記奉仕員の派
遣を行いました。

講演会等に手話通訳者
及び要約筆記奉仕員を
派遣することにより、聴覚
障がい者等の情報保障
ができ、社会参加の増進
を図ることができました。
今後は手話通訳者や要
約筆記奉仕員の人材育
成をしていく必要がありま
す。

34 35 69 派遣回数 〔１０４〕 〔１７５〕

市の開催
する講演会
等での情
報保障の
必要性に
ついて庁内
各部署に
周知してい
くとともに、
手話通訳
者や要約
筆記奉仕
員の人材
育成にも努
めます。

障がい福

祉課
【H25新
規】

障がい特性を知り、ユニ
バーサルデザインの理解を
深めるために、職員を対象
にした障がい特性について
の研修会を開催します。 150

職員を対象にした研修会
を開催しました。
10月10日開催

研修会を開催しユニバー
サルデザインの理念に基
づく事業の推進について
の理解を深めることがで
きました。 41 41 参加者数 〔１９１〕 〔８０〕

③ユニバー
サルデザイン
の理念に基
づいた事業
の推進

37

27  26年度までの[累計]又は26年度目標値
[累計]：24～26年度までの３年間の累計

26年度目標値：数値をそのまま記載



事業の実施内容 事業の効果・課題 25実績 24実績 実績合計 指標

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値

計画
ペー
ジ

事業実施
課

基本
計画

方向性 26年度事業予定
2013（H25）年度　実施事業の進捗状況目標

Ⅲ
基本
方針

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値の

見込数

備考
26年度
目標値

２快適
で安全
なまち
づくり
の推進

（１）ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
のまち
づくり
の推
進

37

③ユニバー
サルデザイン
の理念に基
づいた事業
の推進

広報情
報課

わかりやすい広報紙や
行政情報番組を作成し
ます。

広報紙
２３

行政情報
番組５２

わかりやすい広報紙や
行政情報番組を作成し
ました。

今後もわかりやすい広
報紙や行政情報番組を
作成します。 広報紙

２３
行政情
報番組
５２

広報紙
２３

行政情
報番組
５２

回数

広報紙
〔６９〕
行政情報

番組
〔156〕

広報紙
〔６９〕

行政情報番
組

〔156〕

28  26年度までの[累計]又は26年度目標値
[累計]：24～26年度までの３年間の累計

26年度目標値：数値をそのまま記載



事業の実施内容 事業の効果・課題 25実績 24実績 実績合計 指標

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値

計画
ペー
ジ

事業実施
課

基本
計画

方向性 26年度事業予定
2013（H25）年度　実施事業の進捗状況目標

Ⅲ
基本
方針

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値の

見込数

備考
26年度
目標値

２快適
で安全
なまち
づくり
の推進

（２）移
動に関
する支
援

38
①持続可能
な交通体系
の構築

総合政策
課

伊賀市交通計画（Ｈ２３
～２６）のアクションプロ
グラムに基づき、引き続
き各施策に取り組みま
す。
【バス交通施策】
運行の効率化による既
存バス路線の維持のた
め、校区再編計画の実
施に合わせた既存バス
路線の通学手段として
の活用に関する検討・調
整等を行います。
【鉄道施策】
伊賀鉄道伊賀線、ＪＲ関
西本線の活性化や利便
性向上に向けた利用促
進策等に取り組みます。
【その他】
過度な自動車利用を控
え公共交通の利用を促
進するためのモビリティ
マネジメントの啓発に取
り組みます。
また、平成27年度からの
新たな交通計画を策定
します。

【バス交通施策】平成25
年６月３日から、いがま
ち、阿山、大山田の各行
政サービス巡回車におい
て運行ルートの新設及び
改廃。同年６月１日廃止
代替バス柘植線及び青
山行政バスの運行ルート
の変更等、伊賀市交通
計画に位置づけた施策
に基づき実施しました。
【鉄道施策】主に伊賀鉄
道伊賀線の維持存続や
利用促進、ＪＲ関西本線
の活性化や利用促進の
ため、伊賀市交通計画に
位置づけた各種施策を、
鉄道事業者と連携、協力
しながら実施しました。
【その他】モビリティマネ
ジメントの取り組みでは、
市の広報媒体を活用して
啓発しました。公共交通
利用促進期間（７～９月）
を設け、市職員の利用促
進を呼びかけました。
平成27年度からの新たな
交通計画策定に向けた
市民意識調査（アンケー
ト）を実施しました。

施策実施後、劇的に改善
しているものは少ない
が、減少傾向であった利
用者数が下げ止まりの傾
向をみせているものもあ
ります。市内公共交通が
抱える課題解決のために
立案された施策でありま
すが、事前に把握した要
望やニーズと実際の利用
行動が必ずしも一致しな
いことがあり、ニーズ把
握の難しさを感じます。
施策実施後はＰＤＣＡをき
ちんと行い、成果や効果
を検証し施策の最適化を
図らなければならないと
考えています。

なし 計画最終年度
である平成26
年度までの目
標値としては、
鉄道施策にお
いて次のように
定めています。
①各路線の満
足度調査にお
ける満足度が
不満を上回るこ
と、②中心市街
地４駅合計の乗
車人員を現況
値（H20実績）以
上とすること、
③市内４路線の
定期外乗車人
員合計を現況
値（H20実績）以
上とすること、
④観光、レク
リーエーション
を目的とした入
込客数を現況
値（H21）以上と
すること、⑤サ
ポーター組織等
の会員数を現
況値（H22）以上
とすることとして
います。

29  26年度までの[累計]又は26年度目標値
[累計]：24～26年度までの３年間の累計

26年度目標値：数値をそのまま記載



事業の実施内容 事業の効果・課題 25実績 24実績 実績合計 指標

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値

計画
ペー
ジ

事業実施
課

基本
計画

方向性 26年度事業予定
2013（H25）年度　実施事業の進捗状況目標

Ⅲ
基本
方針

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値の

見込数

備考
26年度
目標値

２快適
で安全
なまち
づくり
の推進

（２）移
動に関
する支
援

38
②福祉有償
運送の充実

介護高
齢福祉
課

福祉有償運送実施法人
が、継続して運行できる
よう、引き続き運営に要
した経費の一部を助成し
ます。 11

福祉有償運送実施法人
に対し、運営に要した経
費の一部を助成しまし
た。

市民ニーズの増加に対
し、継続して運行できるよ
う補助制度を見直しまし
た。新制度での運行に対
する補助を行うことで、運
行事業者が安定した運
行を行うことができ、実施
法人の拡充にも繋がりま
した。

2 9 11 登録事業者数 〔２２〕 〔１１〕

H24実績
値９は、
H23まで
の実績値
８を含む

38

③移動支援
のための
サービスの
充実

障がい
福祉課

障がいのある人の社会
参加のための移動支援
を行います。

100

市内12箇所、市外６箇所
の事業所の利用者に移
動支援（ガイドヘルプ）
サービス給付を行いまし
た。

移動支援サービス給付を
行なうことにより障がい
のある人の社会参加を
促進することができまし
た。

92 91 ― 利用者数 100 １７３

事業所数
が十分でな
いため、利
用者数が
目標数に
達すること
ができませ
んでした。
今後、事業
所の確保
に努めま
す。

（３）防
災、防
犯に関
する支
援

39

①防災、防犯
に関する意
識づくりの推
進

総合危
機管理
課

イベント開催時に啓発活
動や講演会を行います。
また、広報誌を活用した
啓発を行います。

37

イベント開催時にあん
しん・防災ネット加入
活動５回、防災出前講
座８回を実施しまし
た。広報誌を活用し防
災、防犯啓発18回、あ
んしん・防災ネット加
入案内５回を掲載し、
ケーブルテレビでの防
災啓発を１クール行い
ました。

あんしん・防災ネット
加入者数が2400件から
3200件に増加しまし
た。

37 38 ― 回 37 ３６

39

②支援が必
要な人の把
握と支援体
制づくりの推
進

総合危
機管理
課

地域での訓練を通じて
支援体制の確立と検証
を行います。

2

今年度新たに対象と
なった災害時要援護者
の情報を台帳へ追加
し、地域や民生委員等
へ災害時要援護者名簿
として打ち出し情報提
供を行ないました。

名簿を活用し、平常時
から地域において要援
護者の見守り等支援体
制が構築される。ただ
し、地域により取り組
み状況にかなりの格差
があります。

1 1 2 回 〔４〕 〔３〕

30  26年度までの[累計]又は26年度目標値
[累計]：24～26年度までの３年間の累計

26年度目標値：数値をそのまま記載



事業の実施内容 事業の効果・課題 25実績 24実績 実績合計 指標

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値

計画
ペー
ジ

事業実施
課

基本
計画

方向性 26年度事業予定
2013（H25）年度　実施事業の進捗状況目標

Ⅲ
基本
方針

26年度までの
[累計]又は26
年度目標値の

見込数

備考
26年度
目標値

２快適
で安全
なまち
づくり
の推進

（３）防
災、防
犯に関
する支
援

39

③障がいに
配慮した避
難所の確保
と避難所で
の生活支援
の推進

障がい
福祉課

災害の際に避難所へ配
置された職員が障がい
の特性に応じた支援が
できるように、職員を対
象にした障がいに関する
研修会を開催します。 150

障がいの特性を理解して
もらうため、職員を対象
にした障がいに関する研
修会を開催しました。
12月９日精神
（97名参加）
２月27日知的
（67名参加）

研修会を通じて障がい種
別による特性について理
解を深めてもらうことがで
きました。
今後は市民に対する啓
発を行っていく必要があ
ります。

164 199 363 延参加人数 〔５１３〕 〔４００〕

総合危
機管理
課

今年度分を前年度に購
入したため今年度は未
購入としました。

今年度分を前倒しで前
年度に購入できたた
め、大災害での避難所
運営の準備が早期に行
えた。

0 50 ― ｾｯﾄ数 〔５０〕 〔３０〕

総合危
機管理
課

【Ｈ26新
規追加】

モデル地区による避難
所運営マニュアルを作成
します。

１ 地区 １ １

1

39

③障がいに
配慮した避
難所の確保
と避難所で
の生活支援
の推進

31  26年度までの[累計]又は26年度目標値
[累計]：24～26年度までの３年間の累計

26年度目標値：数値をそのまま記載


